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Q27b ＭｇＳグレインの形態と赤外スペクトルの相関
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カーボンリッチ AGBスターで見られる 30µmのバンドはその候補物質としてMgSが提案されている。その
MgSのスペクトルは粒子の形態を考慮してバルクの光学定数から計算で求められているが、MgS粒子の形態を
コントロールして作製することは困難であり、実験的にMgS粒子の形態によるスペクトル違いは再現されていな
い。我々はこれまでにMgO粒子のスペクトルの違いは粒子の形態の違いを考慮すれば説明できることを見いだし
てきた。MgOとMgSはどちらも同じ立方晶構造をしているために、MgOとMgS粒子のスペクトルのスペクト
ルは吸収位置は異なるが、よく似た傾向を示すと考えられることから、MgO粒子のスペクトルを基にしてMgS

粒子のスペクトルの考察をおこなった。
MgSは Sが低融点であるために、普通にMgと Sを同時に蒸発させてもMgSを作製することはできない。そ
こで二段ボート法という方法でMgS粒子を作製した。そのMgS粒子のスペクトルは 30µmより少し長波長側に
ピークを示し、長波長側には吸収の肩、短波長側にはフラットな部分が見られた。その粒子の形態は不規則な形
から楕円体まで、様々な形態から構成されていた。同じような形態からなるMgO粒子のスペクトルは球状やサ
イコロ状粒子に比べて長波長側にピークがシフトしていた。したがってMgS粒子のスペクトルでも球状やサイコ
ロ状など形態がそろうと、30µm付近にブロードなスペクトルを示すことが期待できる。また観測で見られるバ
ンドは 30µmを中心にした長波長側にかなり広いブロードな吸収、一方、短波長側は少し急な勾配で 26∼27µm

付近にフラットなスペクトルを示す。実験的に得られたMgS粒子は観測されたスペクトルと完全には一致してい
ないが、MgOでは形態がそろってくると、長波長側の吸収の肩、短波長側のフラットなスペクトルも変化するこ
とから、MgSでも観測のようなスペクトルは十分再現できると思われる。MgO粒子の形態とスペクトルとの相
関関係を示し、MgS粒子のスペクトルとAGBスターで見られる 30µmバンドの関係ついて報告する。


